
令和元年度　学　校　評　価　計　画 ２学期

今年度の重点目標と評価項目

１　全教職員が共通の目標に向かって協働する学校づくり

番号 主担当 評　価　の　指　標 結果 実施時期 成果（○）課題及び改善
策（▲）

１２月評
価

７月評
価

①学校経営評価計画
を基に，PDCAサイ
クルによる工夫・改

善

1
教
頭

【努力指標】
校長ビジョンの具現化に向け
て，中・短期的評価を実施し
ながら，PDCAサイクルで工
夫・改善している

教員アンケート
100%

7月・12
月・2月

○１学期後の学校評価か
ら、改善点を明確にし、同
じ方向に向かって進むこと
ができた。２学期の検証も
担当ごとに進めることがで
きている。

Ａ Ａ

②学校経営会議及び
主任会による喫緊の
課題の把握と迅速な

対応

2
教
務

【努力指標】
経営会議・主任会で出された
課題への手立てを全職員と共
通理解して取り組んでいる

教員アンケート
100%

7月・12
月・2月

〇主任を中心とした提案がス
ムーズにできている。
〇放課後スケジュールの可視
化で、会議の頻度や回数は縮
減できた。
▲取り出し授業のため、経営
会議の時間が確保しにくく
なった。

Ａ Ａ

③報連相を密にした
「チーム和倉」の構

築
3

教
務

【成果指標】
一人で問題を抱えず小さなこ
とでも報告・連絡・相談を
行っている

教員アンケート
100%

7月・12
月・2月

○並行学年・各部会・管理
職との報連相ができてい
る。

Ａ Ａ

①部会や各種会議の
効率化

7
教
務

【成果指標】
見通しを持って会議の準備を
行い，会議開始・終了時間の
めやすを示し，効率的な提案
に努めている

主任会で主任同
士で改善案が出
されるようにな
り、勤務時間内
に職員会議が終
了している。

7月・12
月・2月

○終礼を減らしたことで、時
間の余裕ができた。
〇主任の提案が効率的に行わ
れている。
▲校務部会や主任会では、軽
重をつけた話し合いをしてい
く。

Ａ Ａ

②業務内容の平準化 8
教
頭

【成果指標】
業務内容を精選するととも
に，繁忙期の業務分担への改
善策を示している

教員アンケー
ト77%→９

２%

7月・12
月・2月

○Dチームが稼働するように
なり、研究主任の負担が減っ
た。
▲学校訪問・要請訪問のとき
の指導案・資料作成の際は、
業務が偏る。指導案検討・模
擬授業の時間短縮に努める。

Ａ Ｃ

③定時退校日（月２
回）退校目標時刻
（１９：３０）の設
定

9
教
頭

【成果指標】
定時退校日・帰校時間目標を
示し，達成できているかどう
か月毎に把握し，達成できな
い職員の原因と改善案を示し
ている

時間外平均
４月 ４３．１時間
５月 ４７．４時間
６月 ４８．７時間
７月 ４１．４時間
８月 　３．８時間
９月 ４５．８時間
10月４６．３時間
11月４１．６時間

毎月

〇働き方改革会議で、職員
の意識化ができた。
▲退校時刻の遅くなる職員
が減らない。１９：３０を
超えないようにするための
改善策を話し合っていく。

Ｂ Ｂ

２　 確かな学力を身に付け，意欲的に学び合う児童の育成

番号 主担当 評　価　の　指　標 結果 実施時期 成果（○）課題及び改善策
（▲）

１２月評
価

７月評
価

⑥学習評価・授業評
価の推進

15

研
究
推
進

【成果指標】
授業に意図的に自己評価・相
互評価・教師評価の場面を設
定している

○自己評価：ミ
ニチェック
▲相互評価：ふ
り返りの確保
▲教師評価：場
面の工夫

随時

〇ミニチェックで児童も自己評価
する場ができている。
▲チェックするだけでなく、ミニ
チェックが次の活動の意欲付けに
なるようにする必要がある。伝え
る・表現するにつながるミニ
チェックとなるようにする。

Ｂ Ｃ

④「相互授業参観」
による授業改善

19

研
究
推
進

【成果指標】
参観シートをもとに終礼で全
教職員で改善点を出し合い，
授業改善に役立てている

相互参観後，振
り返りシートで
改善点を共有で
きた。

7月・12
月・2月

○２学期は計画的に行うことがで
きた。
▲３学期も相互参観を計画的に行
う。児童も参観する。授業の視点
を授業者が決めたが、共通実践す
るためには統一すべき。

Ａ Ｃ

⑤ICT機器の効果的
活用

20
情
報

【成果指標】
ＩＣＴ研修会やＩＣＴサポー
トの有効的な活用を授業者に
提案し，ＩＣＴの活用を進め
ている

９/1１ ２年 無
９/３０ １年 有
１０/２１ ４年有

　　６７％

随時

○各クラスでＩＣＴサポーターの
授業を行うことができた。休み時
間にパソコン室の開放も行った。
▲ICTサポーターがいないとき
は、プログラミング教育はまだ不
十分。児童もパソコン操作に慣れ
させていく。

Ｃ Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

研究授業の参
観シートにね
らいに達成で
きたかを明記

随時

○主体的な学びとなるよう共通実
践ができた。
▲他教科への波及が不十分。相互
参観を生かして他教科での課題を
明らかにしていく。

Ａ

相互参観振り返り実施
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

研究授業でのＩＣＴ活用
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

Ａ

保護者アンケー
ト：８２％→８
７％
児童アンケート：
９１％→８９％

7月・12
月

▲支援の必要がある人がい
る。個への支援を全体で共
有する。

ＢＢ

Ａ

②わかる授業の推進
～授業が児童と向き
合える一番の場～

17
研
究
提

案
【成果指標】
授業がよくわかると感じてい
る

児童・保護者アンケート
Ａ：90％以上　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

①計画的な校内研修
や要請訪問による学
校研究の推進

16
研
究
提

案

【成果指標】
指導案検討・模擬授業・研究
授業・整理会を実施し，次の
授業者へ改善点を明確にして
いる

研究だより
Ａ：90％以上　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

２学期：１年・２年・４年・わかば 随時
○次の授業者へ改善点がつ
ながっている。 Ａ

教員アンケー
ト９０％→9

２%

7月・12
月・2月

▲毎日チェックに追われ、内容の
指導が不十分だった。習慣づけさ
せるのが精いっぱいだった。
▲１２月の自学を検証し、はなま
るノートの基準を明確にする。

Ａ

研究授業
Ａ：90％以上　　　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

教員アンケー
ト100%

7月・12
月・2月

○１学期の検証をもとに、弱点を
明確にして共通実践できた。
▲コミトレに学年差がある。１月
の学習集会で全校一斉にコミトレ
に取り組む。児童も教師も聞く・
話すの系統表の活用していく。

ＡＡ

Ａ

Ｃ

④全教職員共通実践
の推進

13

研
究
推
進

【成果指標】
研究推進チームを中心に共通
実践に取り組んでいる

教員アンケート
Ａ：90％以上　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

教員アンケー
ト８０％→１０

０%

7月・12
月・2月

○色分けして、次につながる
ように可視化している。D
チームが機能してきた。
▲機能が不十分。役割の再認
識と共通理解が必要

Ｂ

③全教職員参加によ
る意図的・計画的な
放課後補充学習

12
研
究
提

案

【成果指標】
学力向上タイムスケジュール
をもとに，全教職員で計画的
に取り組んでいる

和倉検定結果　合格者割合
Ａ：８０％以上 　　　　　Ｂ：７０％以上
Ｃ：５０％以上 　　　　　Ｄ：５0％未満

国・算　54→５
1％　  国語　６９
→73％　　     算
数　７３→７6％

7月・12
月・2月

○３，５年生重点的に強化
できた。
▲評価問題で出た新たな課
題点を改善する手立てを共
有していく。

○和倉検定
○わくたま
チャレンジ問
題
〇国語成果物

7月・12
月・2月

〇和倉検定・わくたまチャレンジ問題は計画
に沿って進捗している。
▲わくたまチャレンジや成果物の検証が次に
生かせていない。スピード感をもって、検証
結果を出し、次の取組に生かしていくサイク
ルを確立したい。

B

②
学力向上ロードマッ
プを活用した学力向
上

11

研
究
提
案

【努力指標】
学力向上ロードマップを可視
化し，進捗状況を把握しなが
ら改善を行っている

教員アンケート
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

学
力
向
上
ロ
ー

ド
マ
ッ

プ
の
推
進

①
学力調査等調査結果
に基づいた検証

10

集
計
・
分

析
・
検
証

【成果指標】
自校採点後改善点を示し，和
倉検定・わくたまチャレンジ
問題・児童のノート・作品等
で検証を行っている

和倉検定・わくたまチャレンジ問題・国語成果物
Ａ：十分取り組んでいる９５％
Ｂ：取り組んでいる９０％
Ｃ：十分とは言えない８０％
Ｄ：不十分である

教
職
員
の
授
業
力
の
向
上

⑤学習習慣の基礎づ
くりの推進

14
研
究
推

進

【努力指標】
学習の構え８項目の徹底・毎
月の「宿題パーフェクト賞」
や「よい自学の日」の取組に
取り組んでいる

教員アンケート
Ａ：90％以上　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

③
付けたい力を明確に
した学びの実感が持
てる授業実践

18

研
究
提
案

【成果指標】
学力調査の分析から明確に
なった「つけたい力」を意識
した授業をしている

研究授業整理会
Ａ：90％以上　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

校内研修１回
→１回・職員
会議２回→１
回・終礼６回
→９回

7月・12
月・2月

【成果指標】
計画的に若プロを実践するこ
とが，教職員の資質・能力の
向上に役立っている

教員アンケート
Ａ：90％以上　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

教員アンケー
ト９２％→１０

０%

7月・12
月・2月

○月ごとに可視化し、計画的に進
めることができた。
▲働き方改革を推進するため、削
減する研修がないか見直してみ
る。若プロの内容を行事等とリン
クさせていくと、効果的かつ効率
的になる。

評価項目（具体的な取り組み） 評価方法

教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

①リーダーの役割と
責任の明確化

4
教
務

【成果指標】
主任をリーダーとして校務部
会を計画的に開催し，チーム
ごとに課題からの改善策を出
している

②若プロ・OJTの推
進

5
教
務

④危機管理と服務の
遵守の徹底

6
教
頭

【成果指標】
公務員としての立場を理解
し，危機管理と法令遵守の徹
底のための自己研鑽の場を設
定している

七尾市立和倉小学校

評価項目（具体的な取り組み） 評価方法

組
織
的
な
学
校
運
営

教員アンケート
Ａ：十分取り組んでいる９５％
Ｂ：取り組んでいる９０％
Ｃ：十分とは言えない８０％
Ｄ：不十分である

学校経営会議・主任会・各種委員会等
Ａ：計画的に実施している９５％
Ｂ：実施している９０％
Ｃ：十分とは言えない８０％
Ｄ：不十分である

教員アンケート
Ａ：十分行っている９５％
Ｂ：行っている９０％
Ｃ：十分とは言えない８０％
Ｄ：不十分である

校務部会
Ａ：昨年度の反省点をもとに課題を明確にし改善策を
出している
Ｂ：会の前に提案の準備ができている
Ｃ：昨年度の課題が把握されないまま提案している
Ｄ：前例踏襲を行っている

学校評価の課題
や昨年度のふり
返りをもとに取
組の改善した提
案ができてい
た。

7月・12
月・2月

○それぞれの部会で、提案
にあたっての課題を整理
し、主任会につなげてい
る。
〇行事ごとのふり返りを確
実に行い、来年度につなげ
ている。

Ａ

〇実際の事例等で研修を行
うことができた。 Ａ

働
き
方
改
革
の
取
組

校務部会・主任会・職員会議
Ａ：十分取り組んでいる９５％
Ｂ：取り組んでいる９０％
Ｃ：十分とは言えない８０％
Ｄ：不十分である

教員アンケート
Ａ：90％以上　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

勤務時間報告
Ａ：十分取り組んでいる９５％
Ｂ：取り組んでいる９０％
Ｃ：十分とは言えない８０％
Ｄ：不十分である

Ａ

校内研修・職員会議・終礼
Ａ：十分取り組んでいる９５％
Ｂ：取り組んでいる９０％
Ｃ：十分とは言えない８０％
Ｄ：不十分である



３　自己有用感に裏付けされた自尊感情の高い児童の育成

番号 主担当 評　価　の　指　標 結果 実施時期 結果（◇）成果（○）課題
及び改善策（▲）

１２月評
価

７月評
価

②児童会及び縦割り
班活動や地域とのふ
れあい活動の実践

22
児
童
会

【成果指標】
自ら進んで縦割り班活動や地
域とのふれあい活動に参加し
ている

児童アンケート
90→９１%

7月・12
月・2月

○コスモステーリング、ふ
れあい集会、ふれあい遊び
（９月・１１月）で、縦割
り班活動ができた。

Ａ Ａ

③「おもいやり挨
拶」の定着

23

生
徒
指
導

【成果指標】
毎月の挨拶運動に参加してい
る

挨拶運動参加率
９２→１００％

毎月

○月１回になったことで、声
かけしやすく、児童も頑張れ
るようになった。
▲挨拶運動の場以外での挨拶
が弱い。１月の生活目標を各
学級で決め、帰りの会で振り
返る。

Ａ Ａ

④いじめ・不登校の
未然防止とチームに
よる早期発見・対応 24

生
徒
指
導

【努力指標】
いじめアンケート・面談の実
施後，気になる児童を共有し
チームで対応している

教員アンケー
ト

100%

7月・12
月・2月

〇個別に面談し対応した
後、児童理解の会で共通理
解ができている。

Ａ Ａ

①自己有用感・自己
肯定感を持たせる場
面の設定 25

生
徒
指
導

【成果指標】
自分は学校や友だち・家族の
ために役に立つことをしてい
る

保護者アンケー

ト：８７→９
４％　　児童
アンケート92
→８７%

7月・12
月・2月

○全員のありがとうの木を
作ることができた。
▲コメントの充実が必要で
ある。学年に応じてじっく
り書ける時間を保障する。

Ｂ Ｂ

②地域学習や施設訪
問などを通した郷土
愛・思いやり行動の
育成

26

生
徒
指
導

【努力指標】
地域や地域の人たちを大切に
したいという気持ちが高まっ
てきている

児童アンケー
ト91%→９

０％

7月・12
月・2月

２年：町探検　３年：地域
調べ　４年：こども園　５
年：田んぼ、高齢者交流
６年：環境　どの学年も地
域に足を運び、交流でき
た。

Ａ Ａ

③無言清掃で考える
力と見つける力の育
成

27
保
健

【努力指標】
児童が自ら工夫して無言清掃
に取り組んでいる

教員アンケー
ト９１％→１０

０％

7月・12
月

○無言は改善されている。
▲めんどくさくてしないと
いう子がいる。全校で徹底
できるようにするために、
振り返りをしっかりする。

Ａ Ａ

４　家庭・地域から信頼される学校づくり

番号 主担当 評　価　の　指　標 結果 実施時期 成果（○）課題及び改善策
（▲）

１２月評
価

７月評
価

安
全
管
理

①防災教育・避難訓練
等の計画的実施

30

保
健
主
事

【努力目標】
行事や学習で防災教育を実施
している

教員アンケート
100%→９２％

7月・12
月・2月

○様々な場合を想定した訓
練ができた。
▲役割がはっきりしていな
い。人手が足りない時の対
応を考えていかなくてはい
けない。役割のマニュアル
を基に、臨機応変な対応が
できるようにする。

Ａ Ａ

学
校
環
境
の
整
備

①適切な修理・営繕と
点検業者との連絡

33 事務
【成果指標】
安全点検の結果から修理・営
繕の連絡を迅速に行っている

毎月の点検実
施

毎月
○修理箇所を市教委へ報告
し、対応している。 Ａ Ａ

①短期・中期での予算
執行の可視化

34 事務
【成果指標】
予算の執行具合を可視化し，
職員に示している

コピー回数を
2度提案

随時
〇現在の執行状況を可視化
することができた。 Ａ B

②適切な予算執行のた
めの職員への意識化

35 事務

【努力指標】
予算の適切な執行を意識し，
紙の無駄使いやカラーコピー
の精選に努めている

教員アンケート
７５％→９２％

7月・12
月・2月

〇印刷の使用量を可視化し、職員
へ節約を呼びかけている。予算へ
の関心を持つことができてきた。
▲不必要な印刷物を減らす必要が
ある。

Ａ Ｃ

計
画
的
な
予
算
執
行

職員会議での提案
Ａ：90％以上　　　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：6０％未満

教員アンケート
Ａ：90％以上　　　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：6０％未満

学校だより・
ＨＰ・学校説
明会で実施

１１月・
２月

〇十分できた。
▲改善点を明確にして取り組むこ
とができたが、保護者からの協力
を得て改善することはできていな
い。保護者に学校運営に関心が持
てるようさらに発信が必要。

全学年実施
7月・12
月・2月

〇それぞれの学年で取り組
めた。
▲スポチャレの継続的な実
践は難しい。全校で強化月
間を作るといい。

保護者アンケー
ト９０％→９
２％
児童アンケート
９３％→８５％

7月・12
月・2月

▲保護者は向上したが、児
童は９％下がった。さらに
自己有用感を高めていく。

安全点検結果
Ａ：90％以上　　　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：6０％未満

学期ごとにゲストティーチャーを活用した実践の回数
Ａ：５回以上　　　　　　　Ｂ：４～３回
Ｃ：２～１回 　　　　 　　Ｄ：０回

全学年実施
7月・12
月・2月地

域
と
の
連
携

①
地域資源の活用

31
教
務

【努力指標】
教科や行事等において，ゲス
トティーチャーなど地域の人
材を活用している

児童・保護者アンケート
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：6０％未満

保護者アンケー
ト

81%→８６％

児童アンケー
ト８８%→８
９％

7月・12
月・2月

○全学年食育指導ができ
た。
個別に呼んで指導できた。
▲家庭での意識が低い。全
体指導より個別指導が有効
である。継続していく。

○道徳公開でGTを招くことがで
きた。　　　　　　　　　　▲昨
年度の道徳で活用した地域資源の
引継が必要。次年度へ向けて、地
域人材を活用できる行事、教科単
元等の年間一覧表を作成し、見通
しを持って地域人材を活用できる
ようにしておく。

②
保護者・地域の意見
を生かした学校運営

32
教
頭

【成果指標】
学校評価からの改善点を保護
者・地域に知らせている

お便り・ＨＰ・学校説明会の実施
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：6０％未満

教員アンケート
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：6０％未満

Ｂ

②
体力アップ１校１プ
ランやスポチャレい
しかわへの積極的な
参画と実践

29

体
育
担
当

【成果指標】
計画的に体育の授業にスポ
チャレいしかわを取り入れて
いる

スポチャレ実践の学年
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

健
康
の
保
持
増
進

①
「早寝・早起き・朝
ご飯」等の基本的生
活習慣の推進と定着 28

保
健
主
事

【努力目標】
毎日，早寝早起き朝ごはんに
努めている

教員アンケート
Ａ：90％以上　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

心
の
教
育
の
充
実

児童・保護者アンケート
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

児童アンケート
Ａ：90％以上　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

教師アンケート
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

評価項目（具体的な取り組み） 評価方法

ＡB

評価項目（具体的な取り組み） 評価方法

生
徒
指
導
の
充
実

①生徒指導の３つの
視点を活かした居場
所づくりと絆づくり 21

生
徒
指
導

【成果指標】
学校は楽しいところと感じて
いる

児童・保護者アンケート
Ａ：90％以上　　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

児童アンケート
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

挨拶運動参加率
Ａ：90％以上　　　Ｂ：80％以上90％未満
Ｃ：60％以上80％未満　  Ｄ：60％未満

Ｂ

Ａ


